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令和5年度ゼロカーボン研究会の概要

【目的】
２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを実現するため、岡山連携中枢都市

圏、周辺自治体、事業者及び大学等と「ゼロカーボン社会」実現に向けた具体的
な取組について調査・研究し、令和6年度以降に実現可能な事業等を創出すること。

【開催回数・時期】
合計5回のゼロカーボン研究会と、事業創出に向けた具体的内容を検討するため

のゼロカーボン分科会を開催予定。
（5月、7月、10月、11月、1月）

【参加者】
産：各回テーマ毎に参加を希望する企業
学：各回テーマ毎に参加を希望する大学
官：岡山連携中枢都市圏構成市町、倉敷市など
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 岡山県内においても、2012年の固定価格買取制度（FIT制度）導入により、脱炭
素化に資する様々な再エネ活用事業が創出された。

 2021年度には総額２兆円のグリーンイノベーション基金事業が開始されるなど、
脱炭素化に向けた技術開発・実証について、国の支援が拡大しており、脱炭素
化に関する事業創出の可能性が高まっている。

出典：2023年４月 ＮＥＤＯ グリーンイノベーション基金事業概要 3

第3回研究テーマ
『既存再エネ活用事業者と考える、これからの脱炭素化事業』

出典：2023年８月 環境省 令和６年度概算要求



 本日は、岡山地域で既に開始されている再エネ活用事業を現地視察させて頂き、
得られた知識等をもとに、今後の脱炭素化に寄与する岡山地域での事業創出、事
業者同士の連携の可能性、各団体での今後の脱炭素化推進策等について考える。

 さらに脱炭素化事業の創出に向けた自治体の関わり方などについて意見交換を行
う。
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第3回研究テーマ
『既存再エネ活用事業者と考える、これからの脱炭素化事業』

事業者内容

株式会社サラ（午前の部）地球にやさしい「未来の農業」の推進

いちごECOエナジー株式会社（午後の部）いちごECO笠岡岩野池ECO発電所の取り組みについて

本日の内容


